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「ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
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子
ど
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の
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東
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令
和
二
年
度
が
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。例
年
と
変
わ
ら
ず
、花
々

が
爛
漫
と
咲
き
誇
り
、命
の
息
吹
を
感
じ
る
四
月
の
始
業
で
し
た
。し
か

し
、そ
の
直
後
に
、感
染
症
に
係
る
二
ヶ
月
間
の
休
校
と
な
り
、本
格
的
に

教
育
活
動
を
開
始
し
た
の
は
六
月
の
こ
と
で
し
た
。そ
の
後
も
七
月
の
水

害
、九
月
の
台
風
襲
来
と
有
事
続
き
で
、命
を
守
る
取
組
に
終
始
す
る

日
々
の
連
続
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
間
、多
く
の
制
約
の
下
、子
供
た
ち
に

は
、「
力
い
っ
ぱ
い
」
「
思
う
存
分
」
と
い
う
本
来
あ
る
べ
き
姿
で
学
校
生
活

を
送
ら
せ
て
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ご
対
応
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆

様
方
に
は
、大
変
申
し
訳
な
く
感
じ
て
い
ま
す
。私
た
ち
も
現
状
を
受
け

入
れ
つ
つ
、「何
も
咲
か
な
い
寒
い
日
は
、下
へ
下
へ
と
根
を
伸
ば
せ
。や
が
て

大
き
な
花
が
咲
く
」
の
思
い
で
、日
々
の
教
育
活
動
に
当
た
っ
て
き
ま
し

た
。そ
の
中
に
あ
っ
て
、子
供
た
ち
の
絶
え
な
い
元
気
と
笑
顔
は
、私
た
ち
に

の
支
え
で
も
あ
り
ま
し
た
。今
、年
度
末
を
迎
え
、「
来
年
度
こ
そ
は
」
と
い

う
強
い
思
い
を
持
ち
、「
精
一
杯
、力
い
っ
ぱ
い
の
東
小
」
で
あ
る
こ
と
を
目

指
す
決
意
で
す
。保
護
者
並
び
に
地
域
の
皆
様
方
に
は
、今
年
度
一
年

間
、多
く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、感
謝
の
念
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。紙
面
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
度
も
牛
深
東
小
学
校
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
努
力
い
た
し
ま

す
。名
勝
権
現
山
と
六
郎
次
山
に
見
守
れ
、平
和
で
、安
心
・安
全
な
環

境
で
、子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

祝

卒
業

東
小
を
巣
立
つ
子
供
た
ち

東
小
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
、頼
れ
る
六
年
生
が
三
月
二
十

四
日
に
卒
業
を
迎
え
ま
す
。教
室
前
の
掲
示
板
に
は
、卒
業
式

ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
が
、子
供
た
ち
一
人
一
人

に
よ
り
手
作
り
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、二
十
四
人
の
巣

立
ち
が
あ
り
ま
す
。当
日
は
、六
年
間
で
得
た
学
び
の
成
果
に

裏
付
け
ら
れ
た
自
分
の
最
高
の
姿
で
締
め
く
く
っ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。素
直
な
心
、優
し
い
人
柄
と
何
事
に
も
一
生
懸
命

に
取
り
組
む
た
く
ま
し
さ
を
持
っ
た
子
供
た
ち
で
し
た
。素
晴

ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。年
間
を

通
じ
て
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
で
小
学
校
六

年
間
は
終
了
し
ま
す
が
、中
学
校
で
の
自
分
探
し
の
三
年
間
の

中
で
、深
い
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
、

感
謝
の
心
を
持
ち
な
が
ら
立
派
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
、そ
し
て
、ご
支
援

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来年度の主な行事等予定

・始業式（4月8日）

・入学式（4月9日）

・歓迎遠足（4月16日）

・授業参観（4月25日）

・運動会（5月23日）

・ＰＴＡ総会（7月2日）

・教育相談・面談（夏休み）

・集団宿泊（10月7日・8日）

・修学旅行（1１月4日・5日）

・学習発表会（11月21日）

・持久走大会（12月10日）

・学級懇談会（2月25日）

・送別遠足（3月4日）

・修了式（3月23日）

・卒業式（3月24日）

※現段階での予定となり

ます。今後の状況、都合

等により変更の場合があ

ります。ご了承ください。

ご
厚
意
、あ
り
が
た
く

地
域
の
方
々
の
ご
厚
意
で
、交
流
活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。三

月
八
日
に
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、交
流
活
動
を
行

い
ま
し
た
。三
月
一
一
日
に
は
、本
校
で
、お
茶
会
を
開
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
六
年
生
が
対
象
の
活
動
で
し
た
。

卒
業
前
に
、地
域
の
方
々
と
思
い
出
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。そ

れ
と
同
時
に
、自
分
た
ち
が
、い
か
に
大
切
に
、温
か
く
、大
き
な

期
待
に
包
ま
れ
て
生
活
し
て
き
た
か
と
い
う
実
感
を
伴
う
交

流
活
動
で
あ
り
ま
し
た
。ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区
振
興

会
様
、関
係
者
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あとがき 昨年のことですが、新聞への寄稿が目に留まりました。その記事を読み、とても嬉しく、学校経
営の上からも励みになりました。目にされた方もいらっしゃるかとは思いますが、全文を掲載させていただきます。
「牛深との出会い」（朝日新聞投書欄「ひととき」令和２年９月３０日より）
この春、海外に留学予定であった私の生活は、新型コロナウイルスによって大幅に狂ってしまった。職を失った私、休職してくれた

夫、友だちに別れのあいさつを済ませた子どもたち。途方に暮れる私のもとに、天草の最南端にある牛深町への赴任の話が。横
浜から牛深へ、私たちにとって初めての田舎暮らしだ。テレビで「都会から田舎へ来る人たちは嫌厭される」というニュースが流れ、
ふあんでいっぱいになった。しかし、緑の山々と透明度の高い海に囲まれた漁村での生活で、その不安は一蹴された。小学生の
娘は、朝早くから夕方まで友だちと遊び回っている。大好きだったYouTubeは一瞬にして姿を消した。魚といえばサケフレークかアジフ
ライしか食べなかった４歳の娘は、サバやキビナゴを食べるようになった。近所の人たちは「田舎の生活は不便でしょ？」と気にかけ
てくれる。「嫌厭されるのでは？」と思った自分が恥ずかしい。マスクはするが、横浜にいたころの緊張感はなく、コロナを忘れて会話を
楽しんでいる。この夏、牛深の大自然と人々の優しさが、私たち家族に、普通に息することの喜びを教えてくれた。



東っ子に伝えてきたこと 友だちづくりについて

生活について

いじめについて

東っ子の本物の姿について

雨ニモマケズ（東っ子編）

友だちと「本物の友だち」になる１０の作戦
①友だちに、「してはならない。言ってはいけない。」とわかっているのに、
「してしまう。言ってしまう。」のは、どうしだろう。よく考えて、「自分に
ある弱い心をなくそう。」とがんばってみる。

②友だちに、「やさしくする」とは、どんな気持ちで、どんなことをすればい
いのだろう。よく考えて、それをやってみる。

③友だちが「うれしくなる」ことを考えみる。そして「それができることが大
事なんだ。」と自分に言い聞かせてみる。

④よいところをほめられ、みとめられるとうれしくなる。すると、ほめ、みとめ
てくれた人のことが大好きになる。

⑤「大好きな人」って、どんな人なのか考えてみる。「大好きな人は、自
分にやさしく、よくしてくれる人であるはず。だったら、自分も、そんな人
になろう。」と考えてみる。

⑥「やさしい心になると、誰もがやさしい顔になれる。」ということを考えて、
生活してみる。

⑦友だちの表情や行動、話しをよく見て、聞いて、その人の心の中を
考えることができれば、その友だちが「してほしいこと」がわかる。かな
らず見つかる。

⑧「けんか」や「すれちがい」は、だれにでもある。大切なことは、仲良く
なる方法を知っておくこと。

⑨言葉には大きな力がある。「ありがとう」という言葉は、人を幸せにする。
⑩今の自分がいるのは、「まわりにいる人、かかわりのある人のおかげ」
だと感じること。そのことに気づいた人が幸せになれる。


